
[精⼦保存法の概略]	
 
1.     精⼦を採集するため、成熟した雄のウニの体腔内に 0.5	M 塩化カリウム溶液

または 2	mM アセチルコリンを 0.1〜1	mL 注射し、放精を誘導します。注射
前に、ウニをペーパータオル等で包んで軽く振り、体表の海⽔をあらかじめ
除去しておきます。 

2.     放精を開始した個体は、⽣殖孔を下向きにして乾いたシャーレの上に置きま
す。シャーレ上に放出された精⼦を、できるだけ海⽔が混⼊しないように回
収します（dry	sperm）。 

3.     回収した精⼦を保存液（ST 海⽔）で 100 倍に希釈します。ST 海⽔は、滅菌
海⽔に 200	μg/mL の sulfamethoxazole および 10	μg/mL の trimethoprim を
溶解したものです。薬剤は溶けにくいため、2〜3 時間程度撹拌して⼗分に
溶解させてください。 

4.     希釈した精⼦をチューブ等の容器に⼊れ、冷蔵庫などで 4	℃に保存します。
保存中、精⼦は容器の底に沈むため、使⽤時には穏やかに攪拌してから使⽤
します。本⽅法により、精⼦は 4〜8 週間程度保存可能です。	
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